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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】人体に有益なエネルギーが多量に放射されるゲ
ルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着し
、剥がれることなく長時間に亘って有益なエネルギーを
多量に吸収できるようにした健康バンドの製造方法及び
その健康バンドの提供。
【解決手段】金属網体１２２の表面に電解方式によりゲ
ルマニウムパウダー又はトルマリンパウダー１２４を電
着し、この上面に透明な合成樹脂によるコーティング層
１３０を形成し、金属網体１２２の裏面に接着剤により
生地１１０を貼り付け、所定の幅及び長さを有するバン
ド状に裁断し、バンドの各先端に相互間の連結のために
クランプ部材を固定する、健康バンド１００の製造方法
。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを用いて健康バンドを製造する方法で
あって、
　３２５～１，０００の網目に電気が通電されるように形成される金属網体の表面に電気
めっき方式によりゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着するステップと
；
　前記金属網体の表面に電着されたゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーの上
面に透明な合成樹脂をコーティングしてコーティング層を形成するステップと；
　前記金属網体の裏面に接着剤により生地を貼り付けるステップと；
　前記貼り合わせられた生地及び金属網体を所定の幅及び長さを有するバンド状に裁断す
るステップと；
　前記裁断されたバンドの各先端に相互間の連結のためにクランプ部材を固定するステッ
プと；を有する
　ことを特徴とする健康バンドの製造方法。
【請求項２】
　ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを用いて健康バンドを製造する方法で
あって、
　３２５～１，０００の網目に電気が通電されるように形成される金属網体の表面に電気
めっき方式によりゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着するステップと
；
　前記金属網体の表面に電着されたゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーの上
面に透明な合成樹脂をコーティングしてコーティング層を形成するステップと；
　前記金属網体の裏面に接着剤によりゴム磁石の上面を貼り付けるステップと；
　前記ゴム磁石の裏面に接着剤により生地を貼り付けるステップと；
　前記金属網体と、ゴム磁石及び生地を所定の幅及び長さを有するバンド状に裁断するス
テップと；を有する
　ことを特徴とする健康バンドの製造方法。
【請求項３】
　前記金属網体の表面には、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着する
ときに所要の形状に電着されるようにパターン部を形成するステップを有する
　請求項１または２に記載の健康バンドの製造方法。
【請求項４】
　ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーが適用される健康バンドであって、
　前記健康バンドは、
　下部から生地層と；
　前記生地層の上部に接着剤により３２５～１，０００の網目に電気が通電されるように
形成される金属網体の表面に電気めっき方式によりゲルマニウムパウダーまたはトルマリ
ンパウダーが電着されて貼り付けられるパウダーシート層と；
　前記パウダーシート層の上面に透明な合成樹脂によりコーティングされたコーティング
層と；を備える
　ことを特徴とする健康バンド。
【請求項５】
　前記生地層及びパウダーシート層の両先端に取着されるクランプ部材を備える
　請求項４に記載の健康バンド。
【請求項６】
　前記生地層とパウダーシート層との間に介在されるゴム磁石層を備える
　請求項４に記載の健康バンド。
【請求項７】
　前記金属網体の表面には、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着する
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ときに所要の形状に電着されるように形成されるパターン部を備える
　請求項４ないし６のいずれかに記載の健康バンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、健康バンドに係り、詳しくは、人体に有益なエネルギーが多量に放射される
ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電気分解方式により電着することから
、剥がれることなく長時間に亘って有益なエネルギーを多量に吸収できるようにした健康
バンドの製造方法及びその健康バンドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の如く、ゲルマニウム（Ｇｅ）は、原子番号３２、原子量７２.３９、比重５.３２
５（２５℃）、沸点２，７００℃の亜金属であり、これは、３２個の電子に異物が接する
と、外殼の４つの電子のうちの一つが飛び出て異物の電子と結合した後にこれを空孔に引
き寄せながら他の電子に変え（イオン交換作用）、遠赤外線を強く放射して人体内の抗癌
作用をするインターフェロンの生成を円滑にし、且つ、酸素の供給を円滑にして新陳代謝
を促す半導体成分の特徴を有する。
　このようなゲルマニウムは、酸素の供給作用（酸素置き換え作用）、半導体作用（体内
細胞の電流の流れを調節する）による陰イオン効果、人体免疫力の強化作用、インターフ
ェロンの生成の誘導作用、エンドルフィンの生成の促進作用、痛症の除去作用、除毒作用
及び体内の重金属の排出作用、自然治癒力の増強作用、脱水素作用などの効能及び効果を
有することが多くの研究により判明されている。
　また、トルマリン（ｔｏｕｒｍａｌｉｎｅ）も皮膚老化の防止、血液循環の促進、抗酸
化作用、浄化作用、痛症緩和などを効能を有することが判明されている。
　これにより、ゲルマニウムまたはトルマリンは様々な分野に適用されるが、特に、腕輪
（ブレスレット）や足環、ネックレスはもとより、ヘアバンドなどに頻繁に適用されてい
る。
【０００３】
　上述したように、ゲルマニウムが適用されるヘアバンドと関連する先行技術には、特許
文献１に開示されているように、バンドを頭に着用するときにゲルマニウムから放射され
るイオン化エネルギー及び遠赤外線の活性化エネルギーを用いて頭の脳波を安定化させな
がら脳波の不安定による不眠症やストレス及び頭痛を解消するとともに、学習（例えば、
学生）や事務（例えば、会社員）を行うときに集中力及び記憶力のアップに役立つゲルマ
ニウムを用いたヘアバンドのような技術が提案されている。
　また、ゲルマニウムと関連する腕輪及びネックレスに関する先行技術には、特許文献２
に開示されているように、腕輪や足輪またはネックレスなどのアクセサリーを形成する胴
体としてシリコンチューブを用い、チューブの内部に多数のゲルマニウムボール芯材を内
挿して軽い重量により着用上の安定性が確保され、ゲルマニウムの一般的な効果により着
用者の健康増進を図ることのできる技術も提案されている。
　更に、トルマリンと関連するヘアバンドに関する先行技術には、特許文献３に開示され
ているように、ポリウレタンヘアバンドの着用に際して頭脳に隣り合うように用いるので
、陰イオンを放射することにより頭脳の発達や血液循環が促せるような構造を提供してユ
ーザーの健康を増進するトルマリン粉末入りヘアバンドなどの技術も提案されている。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１及び３に記載の技術は、ゲルマニウムの加工作業からヘアバ
ンドへの貼り付け作業までが煩雑であるだけではなく、その適用対象が非常に限定さてし
まうという欠点を有する。
　特許文献２に記載の技術は、ゲルマニウムの加工作業が非常に煩雑且つ不便であるだけ
ではなく、アクセサリーの製作作業も煩わしいという欠点を有する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】大韓民国登録特許第１０－０４１０８２７号公報
【特許文献２】大韓民国公開特許第１０－２０１５－００８２７５８号公報
【特許文献３】大韓民国登録実用新案第２０－０２９７６５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は、人体に有益なエネルギーが多量に放射されるゲルマニウムパウダー
またはトルマリンパウダーを電気分解方式により電着することから、剥がれることなく長
時間に亘って有益なエネルギーを多量に吸収できるようにした健康バンドの製造方法及び
その健康バンドを提供することを課題とする。
　また、着用しようとする部位の太さを問わずに手軽に着用可能な健康バンドを提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明の健康バンドの製造方法は、ゲルマニウムパウダーま
たはトルマリンパウダーを用いて健康バンドを製造する方法であって、３２５～１，００
０の網目に電気が通電されるように形成される金属網体の表面に電気めっき方式によりゲ
ルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着するステップと；前記金属網体の表
面に電着されたゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーの上面に透明な合成樹脂
をコーティングしてコーティング層を形成するステップと；前記金属網体の裏面に接着剤
により生地を貼り付けるステップと；前記貼り合わせられた生地及び金属網体を所定の幅
及び長さを有するバンド状に裁断するステップと；前記裁断されたバンドの各先端に相互
間の連結のためにクランプ部材を固定するステップと；を含む。
【０００８】
　また、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを用いて健康バンドを製造する
方法であって、３２５～１，０００の網目に電気が通電されるように形成される金属網体
の表面に電気めっき方式によりゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着す
るステップと；前記金属網体の表面に電着されたゲルマニウムパウダーまたはトルマリン
パウダーの上面に透明な合成樹脂をコーティングしてコーティング層を形成するステップ
と；前記金属網体の裏面に接着剤によりゴム磁石の上面を貼り付けるステップと；前記ゴ
ム磁石の裏面に接着剤により生地を貼り付けるステップと；前記金属網体と、ゴム磁石及
び生地を所定の幅及び長さを有するバンド状に裁断するステップと；を含む。
【０００９】
　前記金属網体の表面には、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着する
ときに所要の形状に電着されるようにパターン部を形成するステップを含んでもよい。
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明の健康バンドは、ゲルマニウムパウダーまたはトルマ
リンパウダーが適用される健康バンドであって、前記健康バンドは、下部から生地層と；
前記生地層の上部に接着剤により３２５～１，０００の網目に電気が通電されるように形
成される金属網体の表面に電気めっき方式によりゲルマニウムパウダーまたはトルマリン
パウダーが電着されて貼り付けられるパウダーシート層と；前記パウダーシート層の上面
に透明な合成樹脂によりコーティングされたコーティング層と；を備える。
【００１１】
　前記生地層及びパウダーシート層の両先端に取着されるクランプ部材を更に備えてもよ
い。
【００１２】
　前記生地層とパウダーシート層との間に介在されるゴム磁石層を更に備えてもよい。
【００１３】
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　前記金属網体の表面には、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着する
ときに所要の形状に電着されるように形成されるパターン部を更に備えてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、人体に有益なエネルギーが多量に放射されるゲルマニウムパウダーまたはト
ルマリンパウダーを電気分解方式により電着することから、剥がれることなく長時間に亘
って有益なエネルギーを多量に吸収できるようにすることにより、着用者が健やかな身体
を持続的に維持することができるという効果を有する。
　また、バンド状の簡単な構造による加工性にも優れているだけではなく、使い勝手もよ
い。
　更に、着用しようとする部位の太さを問わずに手軽に着用できることから、誰でも拒否
感なしに簡便且つ手軽に着用することができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施例を説明するためのブロック図
【図２】図１に示す製造過程を説明するための手順図
【図３】本発明の第１の実施例により製造された健康バンドの斜視図
【図４】図３による断面図
【図５】本発明第１の実施例を着用した状態の斜視図
【図６】本発明の第２の実施例を説明するためのブロック図
【図７】図６に示す製造過程を説明するための手順図
【図８】本発明の第２の実施例により製造された健康バンドを撮影した写真
【図９】図８による断面図
【図１０】本発明の第２の実施例を着用した状態を撮影した写真
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施例について詳細に説明する。しかしなが
ら、本発明が実施例により制限または限定されることはない。
【００１７】
　図１は、本発明の第１の実施例を説明するためのブロック図であり、図２は、図１に示
す製造過程を説明するための手順図である。
　同図に示すように、人体に有益なエネルギーが放射されて周知のゲルマニウムまたはト
ルマリンが公知の方式により１０～３，０００の網目に加工されるゲルマニウムパウダー
またはトルマリンパウダーを用いて健康バンド１を製造する方法を提示する。
　本発明は、人体に有益なエネルギーが多量に放射されるゲルマニウムパウダーまたはト
ルマリンパウダーを電気分解方式により電着することから、剥がれることなく長時間に亘
って有益なエネルギーを多量に放射できるようにする。
【００１８】
　本発明に係る健康バンドの製造方法は、３２５～１，０００の網目に電気が通電される
ように形成される金属網体１０の表面に公知の電気めっき方式によりゲルマニウムパウダ
ー２０またはトルマリンパウダーを電着するステップ（Ｓ１）を行う。
【００１９】
　金属網体１０は、３２５～１，０００の網目を有し、自体的にフレキシブルな特性を有
するとともに、電気が通電されるニッケルや銅などにより公知の方式により織造される。
　次いで、前記金属網体１０の表面に電着されたゲルマニウムパウダーまたはトルマリン
パウダーの上面にその電着されたゲルマニウムパウダー２０またはトルマリンパウダーが
損傷されることを防ぐための通常のポリウレタンまたはエポキシなどの透明な合成樹脂を
公知の方式によりコーティングしてコーティング層３０を形成するステップ（Ｓ２）を行
う。
【００２０】
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　次いで、前記金属網体１０の裏面に通常の接着剤により生地４０を貼り付けるステップ
（Ｓ３）を行う。 
　生地４０としては、着用する部位に応じて好適な条件により貼り付けられるように天然
繊維や人造繊維、または人造レザー、レザーなどが挙げられ、前記に加えて、公知のフレ
キシブルな材質のシートなどを用いても構わない。
【００２１】
　次いで、前記貼り合わせられた生地４０及び金属網体１０を所定の幅及び長さを有する
バンド１Ａ状に裁断するステップ（Ｓ４）を行う。すなわち、使用用途、腕輪や足輪もし
くは腕などに着用できるように適切な幅及び長さに裁断する。
【００２２】
　最後に、前記裁断されたバンド１Ａの各先端に相互間の連結のために通常のクランプ部
材５０を圧着などにより固定するステップ（Ｓ５）を行う。
　クランプ部材５０は公知のものであり、相互間に連結できる限り、環状のもの、磁力に
よる貼合が行えるもの、または孔への嵌合が行えるものなど公知のいかなるものを採用し
ても構わない。
【００２３】
　上述したように、本発明は、人体に有益なエネルギーを放射するゲルマニウムパウダー
またはトルマリンパウダーを電気分解方式により電着することから、その電着されたゲル
マニウムパウダーまたはトルマリンパウダーが金属網体から剥がれることを源泉的に防ぐ
ことができる。
　また、電着されたゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーの上部に形成される
コーティング層により損傷または破損されることを防ぐことから、半永久的に用いること
ができる。
　これにより、金属網体に電着されたゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーか
ら放射される多量の有益なエネルギーを着用者が持続的に吸収できるようにすることから
、着用者は健やかな身体を維持することができる。
【００２４】
　一方、本発明に係る健康バンド１００の製造方法は、前記金属網体１０の表面には、ゲ
ルマニウムパウダー２０またはトルマリンパウダーを電着するときに所要の形状に電着さ
れるようにパターン部（図示せず）を形成するステップ（Ｓ１Ａ）を更に含む。
　パターン部は、金属網体に公知の印刷技法や感光技法によりゲルマニウムパウダーまた
はトルマリンパウダーが電着されて所要の形状に電着が行われるようにそのゲルマニウム
パウダーまたはトルマリンパウダーが電着されないように形成する。
　これにより、金属網体の表面にゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着
するときに所要の様々な形状に電着して審美感を高めることが好ましい。
【００２５】
　図３は、本発明の第１の実施例により製造された健康バンドの斜視図であり、図４は、
図３による断面図であり、図５は、本発明第１の実施例を着用した状態の斜視図である。
　同図に示すように、上述した本発明の製造方法により製造される健康バンド１００は、
以下のように構成される。
　前記健康バンド１００は、下部から上述した公知の所望の材質の生地層１１０と、前記
生地層１１０の上部に接着剤により３２５～１，０００の網目に電気が通電されるように
形成される通常のニッケルや銅材質の金属網体１２２の表面に電気めっき方式によりゲル
マニウムパウダー１２４またはトルマリンパウダーが電着されて貼り付けられるパウダー
シート層１２０と、前記パウダーシート層１２０の上面に通常のポリウレタンやエポキシ
などの透明な合成樹脂によりコーティングされたコーティング層１３０と、を備える。
　また、前記生地層１１０及びパウダーシート層１２０の両先端に通常の圧着方式などに
より取着される上述した公知のクランプ部材１４０を更に備える。
【００２６】
　これにより、簡単な積層構造を有しながらも、人体に有益なエネルギーを多量に放射す
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るゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーが電着されることから、簡単な構造に
よる加工性に優れているだけではなく、剥がれなどの瑕疵が発生せず、着用者の新陳代謝
はもとより、血液循環が円滑に行われ、且つ、着用者が健やかな身体を維持することがで
きるという条件を有する。
　更に、パウダーシート層の全体にゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーが電
着されることから、人体に有益なエネルギーが多量に持続的に放射されて着用者が更に多
量のエネルギーを吸収することができるというメリットもある。
　更にまた、前記金属網体１２２の表面には、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパ
ウダーを電着するときに所要の形状に電着されるように形成されるパターン部（図示せず
）を更に備える。
　すなわち、パターン部は、金属網体に公知の印刷技法や感光技法によりゲルマニウムパ
ウダーまたはトルマリンパウダーが電着されて所要の形状に電着が行われるようにそのゲ
ルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーが電着されないように形成する。
　これにより、金属網体の表面にゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着
するときに所要の様々な形状に電着して審美感を高めることができる。
【００２７】
　図６は、本発明の第２の実施例を説明するためのブロック図であり、図７は、図６に示
す製造過程を説明するための手順図である。
　同図に示すように、上述した構成において、健康バンドを製造するときに両先端に連結
するためにクランプ部材を備える必要がなく、着用者の着用部位の太さを問わずに手軽に
着用できるようにする。
【００２８】
　本発明の第２の実施例による健康バンドを製造するに当たって、上述したように、３２
５～１，０００の網目に電気が通電されるように形成される金属網体１０の表面に電気め
っき方式によりゲルマニウムパウダー２０またはトルマリンパウダーを電着するステップ
（Ｓ１）及び前記金属網体１０の表面に電着されたゲルマニウムパウダー２０またはトル
マリンパウダーの上面に透明な合成樹脂をコーティングしてコーティング層３０を形成す
るステップ（Ｓ２）は、上記と同じ条件を有するため、その詳細な説明を省略する。
　このように、金属網体の表面にゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーが電着
された後にその上面にコーティング層が形成された前記金属網体１０の裏面に着用者が別
途のクランプ部材により着用するわけではなく、巻いて取り付けるように接着剤により通
常のフェライトタイプのゴム磁石１０Ａの上面を貼り付けるステップ（Ｓ３Ａ）を行う。
【００２９】
　次いで、前記ゴム磁石１０Ａの裏面に接着剤により公知の所望の生地４０を貼り付ける
ステップ（Ｓ３）と、前記金属網体１０と、ゴム磁石１０Ａ及び生地４０を所定の幅及び
長さを有するバンド１Ａ状に裁断するステップ（Ｓ４）と、を行う。
　換言すると、本発明の第２の実施例による健康バンドは、着用に当たって上述した第１
の実施例でのようにクランプ部材が不要であり、すなわち、ゴム磁石により着用しようと
する部位にバンドを巻くことにより、その太さに合わせて自然に取り付けられる。
【００３０】
　これにより、着用者の着用部位の太さを問わずにいかなる太さであっても手軽に着用す
ることができるという利便性が得られる。
　また、本発明によれば、バンドの全体に人体に有益なゲルマニウムパウダーまたはトル
マリンパウダーが均一に分布されるように電着されることから、着用者が多量の有益なエ
ネルギーを吸収することができて、健やかな身体を持続的に維持することができるという
メリットが得られる。
【００３１】
　更に、上述した本発明に係る健康バンド１００の製造方法は、前記金属網体１０の表面
には、上述したように、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダーを電着するとき
に所要の形状に電着されるようにパターン部（図示せず）を形成するステップ（Ｓ１Ａ）
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【００３２】
　図８は、本発明の第２の実施例により製造された健康バンドを撮影した写真であり、図
９は、図８による断面図であり、図１０は、本発明の第２の実施例を着用した状態を撮影
した写真である。
　同図に示すように、上述した構成において、健康バンドを着用するための各先端にクラ
ンプ部材が不要であるだけではなく、着用者の着用部位の太さを問わずに手軽に着用可能
な健康バンド１００を提供する。
　下部から生地層１１０と、前記生地層１１０の上部に接着剤により３２５～１，０００
の網目に電気が通電されるように形成される金属網体１２２の表面に電気めっき方式によ
りゲルマニウムパウダー１２４またはトルマリンパウダーが電着されて貼り付けられるパ
ウダーシート層１２０と、前記パウダーシート層１２０の上面に透明な合成樹脂によりコ
ーティングされたコーティング層１３０と、を備えるという技術的な構成は上記と同様で
あるためその詳細な説明を省略する。
【００３３】
　本発明の第２の実施例による健康バンドは、生地層１１０とパウダーシート層１２０と
の間に介在される通常のフェライトタイプのゴム磁石層１１５を更に備える。
　これにより、上述した第１の実施例でのように、着用のためのクランプ部材が不要であ
り、ゴム磁石層により着用者の着用部位に巻くことにより、手軽に着用することができる
という利便性が得られる。
　また、健康バンドからクランプ部材が省略されることから、更に簡単な構成を有するこ
とはもとより、着用に当たっての煩雑さや不便さがなく、着用部位に巻くだけで自然に着
用されることから、使い勝手を更に高めることができるというメリットを有する。
【００３４】
　更に、本発明の第２の実施例による健康バンドもまた、上述した本発明の第１の実施例
でのように、前記金属網体の表面には、ゲルマニウムパウダーまたはトルマリンパウダー
を電着するときに所要の形状に電着されるように形成されるパターン部（図示せず）を更
に備える。これについては既に説明したため、これについての詳細な説明は省略する。
　したがって、本発明の第２の実施例による健康バンドは、着用に当たって第１の実施例
でのようにクランプ部材が不要であるだけではなく、着用者の着用部位の太さに応じて適
切に着用することができるという最大のメリットを有する。
【符号の説明】
【００３５】
　１、１００　健康バンド
　１Ａ　バンド
　１０、１２２　金属網体
　１０Ａ　ゴム磁石
　２０、１２４　ゲルマニウムパウダー
　３０、１３０　コーティング層
　４０　生地
　５０、１４０　クランプ部材
　１１０　生地層
　１１５　ゴム磁石層
　１２０　パウダーシート層
　１３０　コーティング層
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